
2023ジャパンパラゴールボール競技大会 開催要項 

 

 

 １  目  的 国際競技規則を適用したレベルの高い競技会を、競技団体と共に開催することによって、パラスポーツの 

        認知度を上げ、障がい者の広い社会参加を促進すること。並びに日本におけるゴールボールの競技力の向 

上を通じて、同競技の普及拡大を図ることを目指し、活力ある共生社会の創造に繋げていくことを目的と 

        する。 

 

 ２  主  催 公益財団法人日本パラスポーツ協会 

           

 ３  共  催 一般社団法人日本ゴールボール協会 

   

 ４  後  援 スポーツ庁  立川市 立川市教育委員会 公益財団法人日本スポーツ協会 

   （予定） 公益財団法人日本オリンピック委員会  公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 

 

 ５  JPSAオフィシャルパートナー 

        日本航空株式会社 全国共済農業共同組合連合会 ＴＡＮＡＫＡホールディングス株式会社 

        東京ガス株式会社 中外製薬株式会社 三菱商事株式会社 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

        三菱電機株式会社 サントリーホールディングス株式会社 大同生命保険株式会社 凸版印刷株式会社 

        株式会社モリサワ トヨタ自動車株式会社 株式会社ゴールドウイン 東京建物株式会社 

        清水建設株式会社 東京ガス協力企業会 全日本空輸株式会社 東京海上日動火災保険株式会社  

        野村不動産ホールディングス株式会社 株式会社みずほフィナンシャルグループ 三菱ケミカル株式会社  

        株式会社日清製粉グループ本社  イオン株式会社 パナソニック株式会社 富士通株式会社 

        日本電信電話株式会社 電源開発株式会社 三菱地所株式会社 株式会社関電工 ＥＮＥＯＳ株式会社 

        東急リバブル株式会社 

 

６  JPSAオフィシャルサポーター 

        トラスコ中山株式会社 西濃シェンカー株式会社 日野薬品株式会社 株式会社富士住建  

株式会社グロリアツアーズ 株式会社ＪＴＢ 大塚製薬株式会社 株式会社福祉施設共済会 

住友金属鉱山株式会社 

 

 ７  協  力 東京都障害者スポーツ指導者協議会  

 

８  期  間 2023年3月11日(土)～12日(日) ※公式練習日：3月10日(金) 

 

９  会  場 アリーナ立川立飛 (東京都立川市) 

 

１０  参加チーム 日本、アメリカ、韓国、フランス 

 

１１ 競技方法 女子4チームによる予選および順位決定戦 

 

１２ 競技規則 国際視覚障がい者スポーツ連盟ゴールボール競技規則 2022-2024版 

及び別に定める大会申し合わせ事項を適用する 

 

 



１３ アンチ・ドーピング （以下、JADAからの注意喚起文による） 

１．本競技会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象大会です。 

２．本競技会参加者（18歳未満の競技者を含む。以下同じ）は、競技会にエントリーした時点で日本アンチ・

ドーピング規程にしたがい、ドーピング・コントロール手続の対象となることに同意したものとみなし

ます。18 歳未満の競技者については、本競技会への参加により親権者の同意を得たものとみなします。 

３．本競技会に参加する 18歳未満の競技者は、親権者の署名した同意書を大会に持参し携帯して下さい。親

権者の同意書フォームは、日本アンチ・ドーピング機構（ JADA）のウェブサイト

(https://www.playtruejapan.org/jada/u18.html)からダウンロードできます。18 歳未満の競技者はド

ーピング検査の対象となった際に、親権者の署名が記載された当該同意書を担当検査員に提出して下さ

い。なお、親権者の同意書の提出は 18歳未満時に1回のみで、当該同意書の提出後に再びドーピング検

査の対象となった場合は、すでに提出済みであることをドーピング検査時に申し出て下さい。ドーピン

グ検査会場において親権者の同意書の提出ができない場合、検査後 7日以内にJADA 事務局へ郵送にて

提出して下さい。親権者の同意書の提出がなかった場合でも、ドーピング・コントロール手続に一切影

響がないものとします。 

４．本競技会参加者は、本競技会において行われるドーピング検査（尿・血液等検体の種類を問わず）を拒

否又は回避した場合、検査員の指示に従わない場合、帰路の移動等個人的諸事情によりドーピング検査

手続を完了することができなかった場合等は、アンチ・ドーピング規則違反となる可能性があります。

アンチ・ドーピング規則違反と判断された場合には、日本アンチ・ドーピング規程に基づき制裁等を受

けることになるので留意して下さい。 

５．競技会・競技会外検査問わず、血液検査の対象となった競技者は、採血のため、競技/運動終了後2時間

の安静が必要となるので留意して下さい。 

６．日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容およびドーピング検査については、公益財団法人日本アンチ･ド

ーピング機構のウェブサイト（http://www.playtruejapan.org）にて確認して下さい。 

 

１４ 表  彰 １位、２位、３位のチームを表彰する（メダル授与は選手のみとする） 

 

１５ 個人情報の取り扱いについて 

主催者は、個人情報保護に関する法令を遵守し、主催者が定める「個人情報保護取扱規程」に基づき取り扱

う。なお、取得した個人情報は大会の資格審査、プログラム編成及び作成、記録発表、その他競技運営及び

競技に必要な連絡等に利用する。 

 

１６ 保  険 主催者において期間中（2023年3月8日～13日）の傷害保険に一括加入する。 

保険内容は、死亡・後遺障害 1,000万円、入院5,000円、通院3,000円である。 

これ以上の補償を望む場合には、各自で別途保険に加入すること。 

大会では、応急処置しかできないので、参加にあたっては、医師の診断を受ける等、自己の責任において 

健康と安全については十分留意すること。 

 

１７ そ の 他 大会は、（公財）日本パラスポーツ協会による「2023ジャパンパラゴールボール競技大会開催における 

新型コロナウイルス感染症対策指針」等に準拠し、新型コロナウイルス感染症の対策を行い実施する。 

大会は有観客での開催とする（予定）。来場方法の詳細については追って決定する。 

        Youtubeによる動画配信を実施する（予定）。 

 

１８ 問い合わせ先 

※大会に関すること 公益財団法人日本パラスポーツ協会 ジャパンパラ担当（jpsa-kikaku@parasports.or.jp） 

※競技に関すること 一般社団法人日本ゴールボール協会 広報担当       （press＠jgba.or.jp） 

mailto:jpsa-kikaku@parasports.or.jp

